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新技術・情報名
ミヤコワスレのプロトプラ

ストの単離及び培養技術
分類 ③

１．成果の内容

１)技術、情報の内容及び特徴

ミヤコワスレの細胞レベルでの育種を進めるための基礎として、無菌

植物の葉を酵素処理してプロトプラストを単薩し、さらに効率的に分裂
させる方法を蕊立した。

（１）ミヤコワスレの無菌植物の葉を、０．２%ペクトリアーゼＹ‐２３，２%セルラ

ーゼオノズカＲＳを用いて、２５℃、１６時間、静置処理を行うと、葉１９当た

り２．８９X108個のプロトプラストを単離できる。

（２）プロトプラストの分裂に最適な植物成長調節物質は、ＮＡＡ２．０mg／，、
ＢＡ１．０mg／９である。

（３）プロトプラストの分裂に最適な基本培地は、ＫＭ８Ｐ培地である。

2)技術、情報の適用効果

ミヤコワスレは３倍体で交雑育種が困難なので、細胞レベルでの突然

変異の譲発、細胞選抜及び細胞融合などの細胞育種に利用できる。

3)適用範囲

国、県、民間等の試験研究機関

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

プロトプラストの分裂が始まったら、２週間後から１週間毎に新鮮な
培地を追加する必要がある。．
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プロトプラストの単賎に及ぼす酵素の影響（平成３年）表１

２． 具 体 的 デ ー タ

ペクトリアーゼＹ‐２３ セルラーゼＲＳ 収率 生存率
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プロトプラストの分裂に及ぼす植物成長調節物質の影霧（平成元年）表２
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注）基本培地は１/4Ｍs、培養２１日後の結果。
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プロトプラストの分裂に及ぼす基本培地の影響（平成３年）

既発表論文・資料名等：平成元年度～３年度

予算区分：県特

生物資源部試験成綴概要書

細 胞 分 裂 率 コロニー形成率

注）植物成長調節物質ＮＡＡ2.0mg／９，ＢＡ１．０mg／９を添加、

培養１４日後の結果。
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生物資源部担当部科室名：生産環境研究所

研究担当者名：中原睦夫、古賀正明、近藤英和

３．その他特記事項

期 間：昭和６２年～平成３年

生物工学研究室

研究謀題名：花きの単細胞からの個体再生


